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授　業　科　目　名 単位数 教　員　名 備　　考 頁

映画表現特別演習Ⅰ 4 映画専攻専任教員 映 画 専 攻 2

映画表現特別演習Ⅱ 4 映画専攻専任教員 映 画 専 攻 2

映画表現技術論 2 堀越　謙三，筒井　武文 映 画 専 攻 3

作品・作家研究 2 黒沢　　清 映 画 専 攻 3

脚本研究 2 筒井ともみ　他 映 画 専 攻 4

記録映像研究 2 筒井武文 映 画 専 攻 4

映画表現技術ゼミⅠ 6 黒沢，筒井（と），堀越 映 画 専 攻 5

映画表現技術ゼミⅡ 6 黒沢，筒井（と），堀越 映 画 専 攻 5

映画制作技術ゼミⅠ 6 柳島，磯見，長嶌，筒井（武） 映 画 専 攻 6

映画制作技術ゼミⅡ 6 柳島，磯見，長嶌，筒井（武） 映 画 専 攻 6

メディアデザイン特別演習 2 佐藤 雅彦 メディア映像専攻 7

メディアアート特別演習 2 藤幡 正樹 メディア映像専攻 7

コンテンツウェア開発特別演習 2 桐山 孝司 メディア映像専攻 8

メディア文化財特別演習 2 桂 英史 メディア映像専攻 8

展示計画論 2 佐藤雅彦、桐山孝司 メディア映像専攻 9

展示構成論 2 佐藤雅彦、桐山孝司 メディア映像専攻 9

作品メディア構造論 2 藤幡 正樹 メディア映像専攻 10

作品メディア芸術史 2 桂 英史 メディア映像専攻 10

立体アニメーション表現特別演習 2 伊藤 有壱 アニメーション専攻 11

アニメーション作品研究特別演習 2 布山タルト アニメーション専攻 11

平面アニメーション表現特別演習 2 山村 浩二 アニメーション専攻 12

企画開発特別演習 2 岡本美津子 アニメーション専攻 12

アニメーション構想設計論 2 山村浩二、伊藤有壱、布山タルト アニメーション専攻 13

アニメーションサウンド論 2 岸野 雄一，高木　創 アニメーション専攻 13

アニメーション史 2 イラングエン，大口孝之 アニメーション専攻 14

漫画表現論 2 大塚 英志 アニメーション専攻 14

企画開発ゼミ I 6 岡本 美津子 アニメーション専攻 15

企画開発ゼミ Ⅱ 6 岡本 美津子 アニメーション専攻 15

立体アニメーションゼミ Ⅰ 6 伊藤 有壱 アニメーション専攻 16

立体アニメーションゼミ Ⅱ 6 伊藤 有壱 アニメーション専攻 16

研究・理論ゼミ I 6 布山タルト アニメーション専攻 17

研究・理論ゼミⅡ 6 布山タルト アニメーション専攻 17

平面アニメーションゼミ I 6 山村 浩二 アニメーション専攻 18

平面アニメーションゼミ Ⅱ 6 山村 浩二 アニメーション専攻 18

物語理論 2 大塚 英志 修士課程共通科目 19

マンガ論 2 修士課程共通科目 19

メディア表現論 2 木村 稔，馬場一幸，村上寛光 修士課程共通科目 20

映画音楽論 2 岸野 雄一 修士課程共通科目 20

映像メディア学特別講義 2 藤幡正樹，桂英史，筒井武文 博士後期課程 21
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科目番号 101 授業科目名  映画表現特別演習Ⅰ 単位数 4 履修区分  必修科目 A

通年 集中 教員名 映画専攻専任教員 対象学生

科目番号 102 授業科目名  映画表現特別演習Ⅱ 単位数 4 履修区分  必修科目 A

通年 集中 教員名 映画専攻専任教員 対象学生

映画専攻１ 年生

授業テーマ

授業計画・ 内容 各領域の映画的創造力および専門技術を 向上さ せ、 制作技法についての実
験・ 考察を 行なう と と も に、 共同作業のなかで各専門領域の相互連携を 理解
し 、 映画の総合的表現力を 追求するための方法論を 研究する映画制作演習。
夏季と 春期にそれぞれ１ ６ mmフ ィ ルムおよびＨ Ｄ と いう 異なっ た映像メ ディ
アによっ て行なわれる。

受講にあたっ ての留意事項

成績評価方法 出席（ 参加） 状況および作品の中に示さ れた各領域の専門的創造性・ 技術力によっ て評価

教科書／参考書 必要に応じ ， 授業時間内で紹介する。

備考（ オフ ィ スアワー

映画専攻2年生

授業テーマ

授業計画・ 内容 各領域の映画的創造力および専門技術を 向上さ せ、 制作技法についての実
験・ 考察を 行なう と と も に、 共同作業のなかで各専門領域の相互連携を 理解
し 、 映画の総合的表現力を 追求するための方法論を 研究する映画制作演習。
夏季と 春期にそれぞれ１ ６ mmフ ィ ルムおよびＨ Ｄ と いう 異なっ た映像メ ディ
アによっ て行なわれる。

受講にあたっ ての留意事項

成績評価方法 出席（ 参加） 状況および作品の中に示さ れた各領域の専門的創造性・ 技術力によっ て評価

教科書／参考書 必要に応じ ， 授業時間内で紹介する。

備考（ オフ ィ スアワー
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科目番号 103 授業科目名 映画表現技術論 単位数 2 履修区分  必修科目 Ｂ

通年 教員名 堀越　 謙三， 筒井武文 対象学生

科目番号 104 授業科目名 作品・ 作家研究 単位数 2 履修区分  必修科目 B

通年 火１ ， ２ 教員名 黒沢　 　 清 対象学生

映画専攻１ 年生

授業テーマ

授業計画・ 内容 映像または映画は、 スク リ ーンと いう 平面に映写さ れるこ と 、 あるいはモニ
タ ーと いう 平面に自ら を 写し 出すこ と を 前提と し て制作さ れている。 今注目
を 浴びている３ Ｄ すら も 、 一種の視覚的な“ だまし 絵” と いう 意味では本質
的に２ 次元でし かない。
　 し かし 映像・ 映画作品を 実際に制作する場では、 絵画のよう に最初から 平
面と し て世界を 捉えるのではなく 、 あく までも 立体的な奥行き 感のあるも の
と し て捉え、 それが平面と し て写し 出さ れたと き に、 いかなる光を 、 いかな
る美し さ を 、 いかなる効果を も たら すかを 仮想する研ぎ澄まさ れた想像力
と 、 立体を 平面に取り 込むための様々な道具を 操る確かな技術力が要求さ れ
る。
　 映像表現は直観力のみでは具現化さ れるこ と はなく 、 そこ には常に表現の
ための技術と いう 触媒が必要と さ れるこ と は言う までも ない。 本講義ではそ
の様々な表現技術を 、 現場で活躍し ていう 方々と と も に明ら かにし ていく 。
　 映画は同時に産業でも ある。 従っ てこ こ では撮影に関わる現場的な技術ば
かり でなく 、 作品の根幹に大き な影響を 及ぼすプロデュ ースの技術、 商業映
画と し て流通さ せる技術にも 目を 向けていく 。

受講にあたっ ての留意事項

成績評価方法 出席（ 参加） 状況および作品の中に示さ れた各領域の専門的創造性・ 技術力によっ て評価

教科書／参考書 必要に応じ ， 授業時間内で紹介する。

備考（ オフ ィ スアワー

映画専攻１ 年生

授業テーマ

授業計画・ 内容

受講にあたっ ての留意事項

成績評価方法

教科書／参考書

備考（ オフ ィ スアワー
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科目番号 105 授業科目名 脚本研究 単位数 2 履修区分  必修科目 B

通年 月　 1. 2 教員名 筒井と も み　 他 対象学生

科目番号 106 授業科目名 記録映像研究 単位数 2 履修区分  必修科目 B

通年 集中 教員名 筒井武文 対象学生

成績評価方法 出席状況および受講態度によっ て評価

教科書／参考書 必要に応じ ， 授業時間内で紹介する。

受講にあたっ ての留意事項

備考（ オフ ィ スアワー

出席状況および受講態度によっ て評価

授業テーマ

授業計画・ 内容

映画専攻

記録映画の上映と 企画の開発を 通じ 、 現実と 映画と の関係を 再考する。 そし
て、 実際に撮影を し ていく なかで、 被写体と の関係性を 打ち立てていかねれ
ばなら ない。 また、 その編集を 行う こ と によっ て、 現実を 自己の責任によっ
て、 物語化し ていかねばなら ない。 こ う し た体験は、 映画における思考を 深
めると 共に、 フ ィ ク ショ ン作品の製作にも 影響を 及ぼすはずである。

映画専攻

備考（ オフ ィ スアワー

授業テーマ

授業計画・ 内容

受講にあたっ ての留意事項

成績評価方法

教科書／参考書 必要に応じ ， 授業時間内で紹介する。

　 映画の脚本と 演劇の戯曲の違いは、 いっ たいどこ にあるのか。 映画が光と
影であると すれば、 舞台には実在と し ての人間がいる。 脚本が映画の設計図
だと すれば、 ではいっ たいどこ で映画は成立するのか。 台詞の用いら れ方ひ
と つと っ ても 違いは尽き ない。 過去の優れたシナリ オを 読み、 主題、 表現に
ついて考え、 討議すると と も に、 実際に短編、 中篇の脚本を 書き 、 完成さ せ
る。
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科目番号 107 授業科目名 映画表現技術ゼミ Ⅰ 単位数 6 履修区分 選択必修科目 A

通年 担当教員の指示によ る 教員名 黒沢・ 筒井（ と ） ・ 堀越 対象学生

科目番号 108 授業科目名 映画表現技術ゼミ Ⅱ 単位数 6 履修区分 選択必修科目 A

通年 担当教員の指示によ る 教員名 黒沢・ 筒井（ と ） ・ 堀越 対象学生

備考（ オフ ィ スアワー

出席状況およびレ ポート の内容によっ て評価

教科書／参考書

成績評価方法

授業テーマ

授業計画・ 内容

必要に応じ ， 授業時間内で紹介する。

映画専攻

映画は専門的な技術集団による共同作業であるこ と が大き な特徴である。 自
分が属する職能に習練するのは当然と し て、 他の職能の基礎的理論や職務内
容を 相互に理解し 合う こ と が、 作品の質を 高めると の理念に基づき 、 夏休み
期間中の映画作品制作に向けて、 全領域について学習する。 主に演出に特化
さ れて授業を 行っ ている。

授業計画・ 内容

授業テーマ

受講にあたっ ての留意事項

受講にあたっ ての留意事項

必要に応じ ， 授業時間内で紹介する。教科書／参考書

備考（ オフ ィ スアワー

成績評価方法

映画専攻

出席状況および受講態度によっ て評価

映画製作の基本的な概念、 著作権概念、 音楽等著作権行使の実際、 シナリ オ
評価および開発の方法論、 マーケティ ング、 国際共同製作などを 概括的に学
ぶと 同時に、 現在注目さ れているプロデュ ーサーたちを 招いて、 彼ら の製作
哲学を 聞く 機会も 設ける。 監督・ 脚本・ 製作者たちが、 企画を 立て、 またそ
れを 検証するに際し て必要な発想を 実践的に学ぶ。
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科目番号 109 授業科目名 映画制作技術ゼミ Ⅰ 単位数 6 履修区分 選択必修科目 A

通年 担当教員の指示によ る 教員名 柳島・ 磯見・ 長嶌・ 筒井( 武) 　 対象学生

科目番号 110 授業科目名 映画制作技術ゼミ Ⅱ 単位数 6 履修区分 選択必修科目 A

通年 担当教員の指示によ る 教員名 柳島・ 磯見・ 長嶌・ 筒井( 武) 　 対象学生

授業計画・ 内容 映画は専門的な技術集団による共同作業であるこ と が大き な特徴である。 自
分が属する職能に習練するのは当然と し て、 他の職能の基礎的理論や職務内
容を 相互に理解し 合う こ と が、 作品の質を 高めると の理念に基づき 、 夏休み
期間中の映画作品制作に向けて、 全領域について学習する。 主に技術に特化
さ れて授業を 行っ ている。

映画専攻

備考（ オフ ィ スアワー

必要に応じ ， 授業時間内で紹介する。

映画専攻

教科書／参考書

受講にあたっ ての留意事項

成績評価方法

教科書／参考書 必要に応じ ， 授業時間内で紹介する。

備考（ オフ ィ スアワー

成績評価方法 出席状況および受講態度によっ て評価

出席状況およびレ ポート の内容によっ て評価

撮影照明、 美術、 録音、 編集などの優秀な技術者の作品を 鑑賞、 分析し てい
く 。 可能な場合は、 その作品の担当者や助手に来ていただき 、 直接、 質疑応
答を 行う 。 スタ ジオ・ システムが崩壊し ている現在では、 技術の伝承は緊急
の課題になっ ているから である。

授業テーマ

受講にあたっ ての留意事項

授業テーマ

授業計画・ 内容
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科目番号 121 授業科目名  メ ディ アデザイ ン特別演習 単位数 2 履修区分  必修科目 A

前期（ 集中） 教員名  佐藤 雅彦 対象学生

科目番号 122 授業科目名  メ ディ アアート 特別演習 単位数 2 履修区分  必修科目 A

前期（ 集中） 教員名  藤幡 正樹 対象学生

受講にあたっ ての留意

教科書／参考書

備考（ オフ ィ スアワー基本的に火曜日の午後です。

成績評価方法 およそ３ 回の課題制作と 講評を 行います。

受講にあたっ ての留意

メ ディ ア映像専攻

成績評価方法

教科書／参考書

授業テーマ 映像を 扱う メ ディ ア技術について、 共通の理解を 得るための授業です。 どの
よう にデジタ ル技術を 扱えば、 自分がも と める結果を 手に入れるこ と ができ
るのか？　 基礎レ ベルでは、 受け手を 想定し た映像の品質管理について演習
し 、 応用レ ベルでは意図的に設けた技術的な制約の中での創造性と 芸術性に
ついて演習を 通し て学びます。

授業計画・ 内容 グループワーク 、 ２ 人一組、 個人での作業と いう 3つのパタ ーンを 想定し てい
ます。
以下のよう な3つのアスペク ト について、 実験的な作業を 行っ てゆき 、 最後に
展示を 行う 予定です。

１ ） 写真
２ ） 音および音楽
３ ） ヴィ デオあるいはアニメ ーショ ン

メ ディ ア映像専攻

備考（ オフ ィ スアワー

こ の講義では、 「 「 新し い表現を 生み出す方法」 を 生み出す」 こ と を 演習
テーマと し ます。

最初の第一週は、 新し い表現を 作る方法論と は具体的にどう いう も のか、 と
いう こ と を 講義し ます。
第二週は、 与えら れた方法論の中から ひと つの方法論を 選び、 その方法論に
のっ と っ た試作作品を グループで制作・ 発表。
第三週は、 別グループを 再編し て、 その中でオリ ジナルの方法論を 模索し 作
り 上げ、 それを 発表。
基本的には、 上記のよう な進め方を するが、 履修生の理解習得の進捗度・ 機
材の充実度により 、 適宜、 各段階の細分化や別必要項目の講義に修正するこ
と も  ある。

新し い方法論に対し ての構想力（ 80%） ＋ 制作力（ 20%）

機材の調達や制作進行など、 主体的に関わるこ と

必要に応じ て指定し ます。

金曜日午後

授業テーマ

授業計画・ 内容
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科目番号 123 授業科目名  コ ンテンツウェ ア開発特別演習 単位数 2 履修区分  必修科目 A

前期（ 集中） 教員名  桐山 孝司 対象学生

科目番号 124 授業科目名  メ ディ ア文化財特別演習 単位数 2 履修区分  必修科目 A

前期（ 集中） 教員名  桂 英史 対象学生

受講にあたっ ての留意事項

成績評価方法

教科書／参考書

メ ディ ア映像専攻

出席、 課題

備考（ オフ ィ スアワー

第1週： 受容と 表出( 1)
広い意味での「 映像メ ディ ア作品」 を 数多く 見ながら 、 記録・ 保存のために
必要と さ れるメ タ データ の編集・ 作成を 行っ ていく 。

第2週： 受容と 表出( 2)
第1週に続いて、 広い意味での「 映像メ ディ ア作品」 を 数多く 見ながら 、 記
録・ 保存のために必要と さ れるメ タ データ の編集・ 作成を 行っ ていく 。

テーマ3： 企画
ネッ ト ワーク と デジタ ル技術を 基盤と し たアーカ イ ブサービスの将来像を 企
画する。 また、 その際には技術、 制度を 総合的な視点から 理解し ながら 、 映
像展示( ショ ーイ ング) と アーカ イ ヴと の関係を 考察する。

映像メ ディ アの記録・ 保存に関する サービ ス、 技術、 制度を 作品論的な視点から 理解する 。授業テーマ

授業計画・ 内容

備考（ オフ ィ スアワー

成績評価方法

教科書／参考書

メ ディ ア映像専攻

コ ミ ュ ニケーショ ン 支援のためのプロ グラ ミ ン グ、 データ 化、 メ タ データ などを 扱います。

テーマ1： プログラ ミ ング
視覚化のための高機能言語Pr ocessi ngを 使っ て、 データ の入出力や表示など
を 行っ ていき ます。

テーマ2： データ 化
GPSなどのツールを 使っ て、 データ を 収集し ていく こ と を 行います。

テーマ3： メ タ データ ( XML)
映像、 音声、 言語などさ まざまなデータ を 見通し よく 扱う ために、 データ の
意味づけ（ メ タ データ ） が必要になり ます。 XMLを 利用し てメ タ データ を 扱っ
ていき ます。

受講にあたっ ての留意事項

授業計画・ 内容

授業テーマ
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科目番号 125 授業科目名  展示計画論 単位数 2 履修区分  必修科目 B

前期 金　 1 教員名 佐藤雅彦、 桐山孝司 対象学生

科目番号 126 授業科目名 展示構成論 単位数 2 履修区分  必修科目 B

後期 金　 1 教員名 佐藤雅彦、 桐山孝司 対象学生

 ・ 簡単な回路と 論理表
 ・ 論理ゲート で作る回路
 ・ マイ ク ロコ ンピュ ータ ( Ar dui no)
 ・ センサ入力
 ・ アク チュ エータ 出力
 ・ PWM制御
 ・ シリ アル通信
 ・ センサと アク チュ エータ の連動

必要に応じ て指定し ます。

金曜日午後

出席、 課題、 期末試験

出席、 課題、 期末試験

金曜日午後

メ ディ ア映像専攻

 ・ 無線を 使っ たセンサ入力（ RFI D)
 ・ データ の収集と 視覚化
 ・ イ ンタ ラ ク ティ ブ性
 ・ 課題制作

こ の講義では、 論理的な考え方、 し く みの探求、 対象のモデル化などを 重視
し て、 自分が面白いと 思う 事象や視点を 他人に伝えら れる形にするこ と を 試
みていき ます。

備考（ オフ ィ スアワー

受講にあたっ ての留意

成績評価方法

授業テーマ

授業計画・ 内容

教科書／参考書

こ の講義では、 論理的な考え方、 し く みの探求、 対象のモデル化などを 重視
し て、 自分が面白いと 思う 事象や視点を 他人に伝えら れる形にするこ と を 試
みていき ます。
展示計画論（ 前期） では、 論理的なモデル化、 電子回路、 入出力デバイ スな
どを 扱います。

メ ディ ア映像専攻

備考（ オフ ィ スアワー

授業テーマ

授業計画・ 内容

受講にあたっ ての留意事項

成績評価方法

教科書／参考書 必要に応じ て指定し ます。
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科目番号 127 授業科目名  作品メ ディ ア構造論 単位数 2 履修区分  必修科目 B

前期 月　 1 教員名 藤幡正樹 対象学生

科目番号 128 授業科目名  作品メ ディ ア芸術史 単位数 2 履修区分  必修科目 B

後期 火　 1 教員名 桂英史 対象学生

授業テーマ

授業計画・ 内容

受講にあたっ ての留意事項

メ ディ ア映像専攻

各自の調査発表

読んでも ら いたい書籍等は、 適宜授業の中で紹介し ます。

月曜日の午後備考（ オフ ィ スアワー

成績評価方法

教科書／参考書

基本的に講義のスタ イ ルを 貫き ます。 おそら く 退屈するこ と はないでし ょ
う 。 具体的には、 以下のよう な論点を 中心に展開し ていく こ と になり ます。

 ・ 各分野での「 メ ディ ア」 のと ら え方
・ 　 芸術分野における「 メ ディ ウム」 について
　 ・ 　 「 メ ディ ア」 を 通じ た信用の起源と 発展について
　 ・ 「 信用装置と し し ての映像」 について
　 ・ 「 信用」 を キーワード に「 メ ディ ア」 「 芸術」 「 表現」 について考える

メ ディ ア表現の影響力を 「 信用」 と いう 点から 考えるこ と によっ て、 「 自ら
の『 思考』 や『 表現』 が何を 根拠と し てどこ に向かっ ているのか」 と いう 問
いを 自分自身に突き つけても ら えばと 思います。 テキスト はまっ たく 使いま
せん。 ただ、 折に触れて関連する映像作品や芸術作品を 参照するこ と も あり
ます。 少人数制であるこ と を 十分考慮し て、 ひと り ひと り の問題意識に響く
よう に講義の展開を 配慮し ます。 適宜本講義のテーマに関する自ら の意見を
積極的にプレ ゼンテーショ ンし てく ださ い。

「 映像技術」 と 「 映像表現」 の歴史について、 主に社会思想史的側面を 重視
し ながら 考えます。 「 メ ディ ア表現」 は対象や手法はき わめて多様です。 日
常的な局面から 政治や歴史の文脈におよぶ広範囲な対象です。 技術革新や市
場などと 密接な関係があるこ と も あり 、 一様な歴史観ではと ら えら れないと
いう 点で、 芸術史の中でも 特殊で未熟な分野です。 本講義では、 「 専門家」
「 エリ ト 」 「 国民」 「 市民」 「 ユ ザ」 あるいは「 消費者」 「 ア ティ ス

備考（ オフ ィ スアワー原則と し て月曜日の午後にお待ちし ています。

メ ディ ア映像専攻学生は必修科目です。 すべては「 参加」 から 始まり ます。 火受講にあたっ ての留意事項

成績評価方法

まっ たく 使いません。 参照すべき 文献や作品等は、 適宜授業の中で紹介し ます教科書／参考書

講義中の様子（ 50％） レ ポート （ 30％） 各人のキャ ラ ク タ ー（ 20％）

メ ディ ア映像専攻

メ ディ ア技術を 用いた作品を 成立さ せてゆく ための背後にあるべき 構造につ
いて考えて行き ます。 映像や音声などのメ ディ アエレ メ ント を コ ンピュ ータ
の上で統合し てゆく 上で、 も っ と も 重要なこ と は、 表層と 深層と を つなぐ イ
ンタ ーフ ェ イ スの問題です。 こ れまで記号論や図像学的な研究が言語やグラ
フ ィ ッ ク スを 対象にはなさ れて来まし たが、 映像については皆無に近いのが
現状です さ まざまな事例を も と にそれぞれが持つ背後の構造についてと も
作品と メ ディ アを つなぐ 構造を みぬいてゆく ための手法について

１ ） 課題を 与えて、 文章を 作成し ても ら います。
２ ） 課題を も と に、 ビジュ アルな資料を 作成し ても ら います。
３ ） 授業の中で発表を し ても ら います。

最終的に、 各人が持つ興味に従っ て、 さ まざまな作品を テーマにし て、 その
構造を 分解する作業を 行います。

授業計画・ 内容

授業テーマ
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科目番号 151 授業科目名 立体アニメ ーショ ン表現特別演習 単位数 2 履修区分  必修科目 A

前期（ 集中） 担当教員の指示によ る 教員名 伊藤有壱 対象学生

科目番号 152 授業科目名 アニメ ーショ ン作品研究特別演習 単位数 2 履修区分  必修科目 A

前期（ 集中） 担当教員の指示によ る 教員名 布山タ ルト 対象学生

アニメ ーショ ン専攻

備考

グループワーク による立体アニメ ーショ ン習作を 制作する。

立体アニメ ーショ ン作品における企画、 造形、 撮影、 編集の各工程を およそ
１ 週間ずつかけて習作を 制作。 グループワーク スタ イ ルを 採る事で本来の連
携制作方式を 一部体験し ながら 各自に必要な技術ポイ ント を 認識し 、 こ れを
向上さ せる。

出席と 課題

必要に応じ て配布、 指定し ます。

授業テーマ

授業計画・ 内容

備考

受講にあたっ ての留意事項

アニメ ーショ ン専攻

成績評価方法

教科書／参考書

授業テーマ 1.  各々の立ち位置を 歴史的流れと 同時代的な見取り 図の上でと ら えるこ と
2.  アニメ ーショ ンを めぐ る概念の学びほぐ し と 、 遊びによる可能性の模索

授業計画・ 内容 ディ スカ ッ ショ ンと ワーク ショ ッ プを 中心に授業を すすめる。
具体的な内容例は以下の通り ：
・ 文献研究と 作品分析
・ 問題発見手段と し ての他者へのイ ンタ ビュ ー
・ アニメ ーショ ンの技法を めぐ るワーク ショ ッ プ

受講にあたっ ての留意事項

成績評価方法 出席と 課題

教科書／参考書 必要に応じ て配布、 指定し ます。

別途「クレイ」「関節」をモチーフに演習課題提出あり。別途「クレイ」「関節」をモチーフに演習課題提出あり。
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科目番号 153 授業科目名 平面アニメ ーショ ン表現特別演習 単位数 2 履修区分  必修科目 A

前期（ 集中） 担当教員の指示によ る 教員名 山村浩二 対象学生

科目番号 154 授業科目名 企画開発特別演習 単位数 2 履修区分  必修科目 A

前期（ 集中） 担当教員の指示によ る 教員名 岡本美津子 対象学生

授業テーマ

出席と 課題

受講にあたっ ての留意事項

授業計画・ 内容

成績評価方法

アニメ ーショ ン専攻

フ レ ーム（ 画面と コ マ数） やコ ンポジショ ン（ 画面構成と 時間軸での構成）
など、 アニメ ーショ ンの基本的な概念と 、 アイ ディ ア、 タ イ ミ ングなど創作
の基礎の認識を 深める。

第1週： 映画、 映像の基本的概念の短い講義と 、 「 アイ デアを 絵にする」 課
題。
第2週： アニメ ーショ ン・ ソ フ ト ウエアのワーク ショ ッ プと その習得のための
第２ の演習課題。
第3週： アニメ ーショ ンのタ イ ミ ングについての講義と 、 「 自立し た動き 」
「 依存し た動き 」 に関連し た第３ の課題。
第4週： ド ローイ ングによるアニメ ーショ ンの最後の課題。

教科書／参考書

着想と リ サーチから 立案までの「 企画」 、 メ ディ アの特性に応じ たウィ ンド
ウコ ント ロール、 プロモーショ ンなどの「 メ ディ ア設計」 、 予算、 著作権、
契約などの「 マネージメ ント 」 などの、 アニメ ーショ ン制作に必要な知識と
方法論を 、 具体的なケーススタ ディ を 通し て習得する。

授業テーマ

アニメ ーショ ン専攻

必要に応じ て配布、 指定し ます。

備考

備考

・ 修士一年次作品企画を 実際に作成するプロセスを 通し て、 次の項目の方法
論、 実践的なスキル、 知識を 習得する。

①「 企画立案」 着想方法、 リ サーチ、 マーケティ ングの必要性
②「 企画、 企画書」 企画案作成から 企画書までの方法論
③「 プリ プロダク ショ ン」 シノ プシス、 構成、 脚本、 イ メ ージボード 、 絵コ
ンテまで
④「 予算」 「 スケジュ ール」 「 展開」 予算、 スケジュ ールの考え方、 ２ 次展
開
⑤「 権利」 著作権、 音楽著作権など、 作品づく り に必要な権利についての知
識（ 外部講師（ 弁護士） による）
⑥「 プレ ゼンテーショ ン」 企画、 考えの伝達の方法論

・ 外部アニメ ーショ ン監督、 プロデュ ーサー等による講義

受講にあたっ ての留意事項

成績評価方法 出席と 課題

教科書／参考書 必要に応じ て配布、 指定し ます。

授業計画・ 内容
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科目番号 155 授業科目名 アニメ ーショ ン構想設計論 単位数 2 履修区分  必修科目 B

通年 不定期 教員名 山村浩二、 伊藤有壱、 布山タ ルト 対象学生

科目番号 156 授業科目名 アニメ ーショ ンサウンド 論 単位数 2 履修区分  必修科目 B

前期 教員名 岸野雄一、 高木創 対象学生

山村浩二：
全８ 回、 アニメ ーショ ンにおける主要な構成要素、 「 リ ピート 」 、 「 パース
ペク ティ ブ」 、 「 メ タ モルフ ォ ーゼ」 、 「 メ タ フ ァ ー」 、 など毎回テーマご
と にセレ ク ト し たアニメ ーショ ン作品を 鑑賞し ながら 、 文学、 音楽、 詩など
他のメ ディ アと の比較、 考察を 講義し ながら 、 アニメ ーショ ンの特性と アニ
メ ーショ ン制作の有効な方法論を 探る。
講義の最後にレ ポート 課題を 予定。 また後期に外部講師によるアニメ ーショ
ン理論の講義を 3回予定。

伊藤有壱：
全２ 回、 「 立体アニメ ーショ ン」 について伝統的な作品系譜から 広義のそれ
までを 作品例を あげ、 時に鑑賞し ながら 技法のみなら ず俯瞰、 解説する。
　
布山タ ルト : 全２ 回、 映画およびテレ ビ以外のメ ディ アにおけるアニメ ーショ
ン表現に関するケーススタ ディ を 行う

アニメ ーショ ンの物語世界における演出プラ ンを 構築し て行く 上でのさ まざ
まな必要条件を 実践的に考察する。
また現代メ ディ アと そのコ ンテンツの動向と 将来像を 具体的な事例を も と に
考察し ていく 。
適宜、 アニメ ーショ ン作家、 プロデュ ーサー等を 招き 、 テーマにそっ た講演
も 開催。

アニメ ーショ ン専攻

備考

授業テーマ

授業計画・ 内容

受講にあたっ ての留意事項

成績評価方法

教科書／参考書

成績評価方法 出席と 課題

出席と 課題

授業テーマ

授業計画・ 内容

教科書／参考書 必要に応じ て配布、 指定し ます。

備考

必要に応じ て配布、 指定し ます。

アニメ ーショ ン専攻

"映像表現と はつまり 、 人間の五感のう ち、 視覚と 聴覚のみを 抽出し 、 フ
レ ームを 持っ た平面に落と し 込み、 時間軸上に示す事と いえます。 そこ では
視覚と 聴覚による様々な作用／反作用が起こ り ます。 こ の講義では、 どちら
かに偏っ て思考し がちな「 音」 と 「 映像」 の関係について、  歴史上に蓄積さ
れた技術や方法論を 体系化し 、 今日のフ ォ ーマッ ト に照ら し 合わせながら 考
察し ていき ます。

受講にあたっ ての留意事項
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科目番号 157 授業科目名 アニメ ーショ ン史 単位数 2 履修区分  必修科目 B

通年 教員名 イ ラ ングェ ン， 大口孝之 対象学生

科目番号 158 授業科目名 漫画表現論 単位数 2 履修区分  必修科目 B

前期 教員名 大塚英志 対象学生

授業テーマ

受講にあたっ ての留意事項

必要に応じ て配布、 指定し ます。

備考

成績評価方法

教科書／参考書

アニメ ーショ ン専攻

アニメ ーショ ン映画史の中から 短編を 主な対象に、 作品と 作り 手を 中心に置
き 、 日本と 世界の流れを 時代毎に概観すると と も に、 その関係のあり 方を 考
察する。

アニメ ーショ ン史への取り 組み方と 授業の仕組み
アニメ ーショ ン映画の始まり
カ ート ゥ ーンと 漫画映画
長編の登場と その継承
戦中と 戦後の間
1950年代の「 新し いアニメ ーショ ン」 の成立過程と その源流
1960年の転換点： 対立的構造の成立
アニメ ーショ ン界と その自意識の変容
など
第1週 アブスト ラ ク ト ・ アニメ ーショ ンと モーショ ン・ グラ フ ィ ッ ク ス
　  視覚と 聴覚を 融合し た表現と し て誕生し 、 抽象芸術の動画版と し て発展し
たアブスト ラ ク ト ・ アニメ ーショ ン。 オスカ ー・ フ ィ ッ シンガー、 ジョ ン・
ウイ ッ ト ニー、 ジョ ーダン・ ベルスン、 ノ ーマン・ マク ラ レ ンと いっ た代表
的作家を 紹介すると 共に、 ソ ール・ バス、 ロバート ・ エイ ブルなどが商業的
なモーショ ン・ グラ フ ィ ッ ク スへと 応用し ていっ た歴史も 検証。

第2週 コ ンピュ ータ ・ アニメ ーショ ン
　 スケッ チパッ ド に始まり 、 ユタ 大学、 ゼロッ ク ス・ パロアルト 研究所、

ク 科大学 ト リ プ バ ト イ ブ カ

授業計画・ 内容

備考

「 物語理論」 と 同時に履修するこ と が望まし い。受講にあたっ ての留意事項

成績評価方法

必要に応じ て配布、 指定し ます。教科書／参考書

アニメ ーショ ン専攻

出席と 課題

出席と 課題

まんが史におけるキャ ラ ク タ ー表現の歴史を 概観し ながら 、 まんがや商業ア
ニメ ーショ ンにおけるキャ ラ ク タ ーのあり 方を 物語論の立場から 分析し て、
そこ で抽出し た論理フ レ ームから 逆算し てキャ ラ ク タ ーづく り を 行っ てい
く 。 キャ ラ ク タ ーを デザイ ンと し てではなく 物語構造の要素と し て把握し 、
キャ ラ ク タ ーの属性がいかに作品の主題と 関連づけら れているかを 理解する
こ と で、 物語を 表現し う るキャ ラ ク タ ーを 創造でき る基礎的な素養を 修得す
る。

物語論に基づく キャ ラ ク タ ー制作の方法授業テーマ

授業計画・ 内容
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科目番号 161 授業科目名 企画開発ゼミ  I 単位数 6 履修区分  選択科目 A

隔年 後期 教員名 岡本美津子 対象学生

科目番号 162 授業科目名 企画開発ゼミ Ⅱ 単位数 6 履修区分  選択科目 A

隔年 通年 教員名 岡本美津子 対象学生

成績評価方法 出席と 課題

教科書／参考書 必要に応じ て配布、 指定し ます。

備考

アニメ ーショ ン専攻

授業テーマ 作品制作のプロセスの中でも 「 企画」 に重点を 置き 、 「 研究・ リ サーチ」 から
「 創作」 へと 繋がる「 企画」 の方法論を 確立するこ と を めざす。

授業計画・ 内容 修士一年次作品と 並行し て、 下記の方法論で「 企画研究」 を 行っ ていく 。

「 作品研究」 「 事例研究」 …作品や社会で起き ている事例等を と り あげ、 何が
‘ 面白い’ のか、 何が‘ よい’ のか、 を 分析的に抽出するために、 言語化し て
考える。
「 応用・ 適用」 …上記の面白さ やよさ を 、 アニメ ーショ ンや映像作品にどう 定
着さ せていく かを 考える。
「 シミ ュ レ ーショ ン」 …実験映像制作を 行う 。

その他、 プロジェ ク ト 活動と し て、
新し いメ ディ アへのコ ンテンツ制作、 内外と の共同制作、 他の専攻分野と のコ
ラ ボレ ーショ ン、 新し いプロデュ ーススキームの確立なども 行う 。

受講にあたっ ての留意事項

成績評価方法 出席と 課題

教科書／参考書 必要に応じ て配布、 指定し ます。

備考

アニメ ーショ ン専攻

授業テーマ 修了制作を 通じ た「 企画」 の実現プロセスと 、 その後の展望

授業計画・ 内容 修了制作のプロダク ショ ンプロセスでは、 特に次の方法論に重点を 置く 。
・ アイ デアフ ラ ッ シュ による企画の絞り 込み
・ 比較による最適方法の選択
・ ゼミ 内ディ スカ ッ ショ ン等による客観的視点の保有
・ 計画的スケジュ ールによるク オリ ティ アッ プ

また、 修了作品制作後の次まで見据えたト ータ ルのセルフ プロデュ ースの元に
修了制作を 位置づけるべく 、 個別指導を 行っ ていく 。

プロジェ ク ト と し て、 プロデュ ーサーのネッ ト ワーク およびプロデュ ーサー論
の確立を めざし た公開講座「 現代映像プロデュ ース論」 や、 アニメ ーショ ンを
用いたイ ベント や他分野と の共同制作や研究を 行う こ と で、 将来に向けた自己
の社会でのスタ ンスを 探る。

受講にあたっ ての留意事項
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科目番号 163 授業科目名 立体アニメ ーショ ンゼミ  Ⅰ 単位数 6 履修区分  選択科目 A

通年 後期 教員名 伊藤有壱 対象学生

科目番号 164 授業科目名 立体アニメ ーショ ンゼミ I I 単位数 6 履修区分  選択科目 A

隔年 通年 教員名 伊藤有壱 対象学生

成績評価方法 出席と 課題

教科書／参考書 必要に応じ て配布、 指定し ます。

備考

アニメ ーショ ン専攻

授業テーマ １ 年次修了制作の指導を 中心に、 立体を 中心と し たアニメ ーショ ン表現の基礎
技術確立と 、 作品完成フ ロー研究の両面を 学ぶ。

授業計画・ 内容 ・ 立体を 中心と し たアニメ ーショ ン表現なら ではの企画、 設定、 演出技術の研
究と 実践。
・ 素材、 技法研究および、 作品完成フ ロー体験各行程での指導。
・ 作品鑑賞と テーマ及び技法の解析（ レ ポート 及びグループディ スカ ッ ショ
ン）
・ １ 年次修了制作の具体的指導。

受講にあたっ ての留意事項

成績評価方法 出席と 課題

教科書／参考書 必要に応じ て配布、 指定し ます。

備考

アニメ ーショ ン専攻

授業テーマ ２ 年次修了制作の指導を 中心に、 立体を 中心と し たアニメ ーショ ン表現の応用
技術確立と 、 作品完成フ ロー研究の両面を さ ら に進化さ せる。

授業計画・ 内容 ・ 立体を 中心と し たアニメ ーショ ン表現なら ではの企画、 設定、 演出技術の研
究と 実践。
・ 素材、 技法研究および、 作品完成フ ロー体験各行程での指導。
・ 制作上必要なテーマに焦点を あてた現場の見学及び高等技術者によるレ ク
チャ ー。 作品鑑賞。
・ ２ 年次修了制作の具体的指導。

受講にあたっ ての留意事項
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科目番号 165 授業科目名 研究・ 理論ゼミ Ⅰ 単位数 6 履修区分  選択科目 A

通年 後期 教員名 布山タ ルト 対象学生

科目番号 166 授業科目名 研究・ 理論ゼミ I I 単位数 6 履修区分  選択科目 A

隔年 通年 教員名 布山タ ルト 対象学生

成績評価方法 出席と 発表

教科書／参考書 必要に応じ て配布、 指定し ます。

備考

アニメ ーショ ン専攻

授業テーマ アニメ ーショ ン研究を 他の研究領域と 交錯さ せ、 あら たな問題発見や研究手法
の開発を 行う 。 作品制作を 目指す学生に対し ても 領域横断的な発想を 促し 、 既
存の表現に対するブレ イ ク スルーを も たら すこ と を 目指す。

授業計画・ 内容 各々の研究テーマや制作テーマに沿っ た指導を 行う 。 研究者を 目指す学生に対
し ては、 文献収集やデータ ベース作成等、 研究者と し ての基本的なスキルの指
導を 適宜行う 。 作品制作を 目指す学生に対し ては、 必要に応じ た技術指導を 適
宜行う 。

受講にあたっ ての留意

成績評価方法 面談の内容から 判断する。

教科書／参考書 必要に応じ て配布、 指定し ます。

備考

アニメ ーショ ン専攻

授業テーマ 修了制作におけるテーマの深化と 独創的なアニメ ーショ ン表現の追求

授業計画・ 内容 参加メ ンバーの要望に応じ た柔軟な指導体制を と るが、 基本的にはディ スカ ッ
ショ ンを 中心と し た個別の修了制作指導を 行う 。

受講にあたっ ての留意
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科目番号 167 授業科目名 平面アニメ ーショ ンゼミ  I 単位数 6 履修区分  選択科目 A

通年 後期 教員名 山村浩二 対象学生

科目番号 168 授業科目名 平面アニメ ーショ ンゼミ  I I 単位数 6 履修区分  選択科目 A

隔年 通年 教員名 山村浩二 対象学生

成績評価方法 出席と 課題

教科書／参考書 必要に応じ て配布、 指定し ます。

備考

アニメ ーショ ン専攻

授業テーマ 平面アニメ ーショ ンの基礎と 、 表現の幅を 広げる。
作品を つく る意味と 必然を 探る。

授業計画・ 内容 発想と それを まと めあげる企画力の強化。
アニメ ーショ ンにおける技法と 画材、 画面構成と 動き （ Mot i on） の研究。

受講にあたっ ての留意事項

成績評価方法 出席と 論文

教科書／参考書 適宜

備考

アニメ ーショ ン専攻

授業テーマ 平面アニメ ーショ ンの総括。 アニメ ーショ ン表現の探求と 実践。

授業計画・ 内容 修了制作の指導。 アニメ ーショ ン表現の追求。 映像のポスト プロ作業の実践。
それぞれ一人アニメ ーショ ン作家を 取上げてテーマを も う けた研究 （ 論文） を
行う 事で、 自身の創作の意義を みつめる。

受講にあたっ ての留意事項
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共通科目（ 映画専攻 開設）

科目番号 171 授業科目名 物語理論 単位数 2 履修区分  選択科目 B

前期 金１ ， ２ 教員名 大塚英志 対象学生

科目番号 173 授業科目名 マンガ論 単位数 2 履修区分  選択科目 B

集中 教員名 未定 対象学生

受講にあたっ ての留意事項

授業テーマ

 大学院 映像研究科

授業テーマ

授業計画・ 内容 「 Ｓ Ｔ Ａ Ｒ 　 ＷＡ Ｒ Ｓ 」 の脚本制作に神話学者のキャ ンベルが『 千の顔を 持
つ英雄』 で示し た神話の構造が用いら れているこ と は余り に有名だが、 文化
人類学及び文学理論と し ての物語論は八〇年代にその知的流行を 終えた後、
ハリ ウッ ド 映画ではシナリ オ創作の理論と し て再構築さ れている。 講義はロ
シアフ ォ ルマリ ズムに始まる物語論を 概説し つつ、 物語が一定の文法的秩序
から なるこ と を 「 物語の構造に従っ て創作する」 課題を 介し て身につける。
　 また、 大塚が自作の映画化企画でリ アルタ イ ムで経験し ているハリ ウッ ド
の「 デベロッ プメ ント ステージ」 の実情についても 概観する。

備考（ オフ ィ スアワー） 出席状況およびレ ポート の内容によっ て評価

共通科目（ メ ディ ア映像・ アニメ ーショ ン専攻 開設）

備考（ オフ ィ スアワー）

 大学院 映像研究科

教科書／参考書

受講にあたっ ての留意事項

授業計画・ 内容

成績評価方法

教科書／参考書 必要に応じ ， 授業時間内で紹介する。

成績評価方法
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共通科目（ メ ディ ア映像専攻 開設）

科目番号 175 授業科目名  メ ディ ア表現技法 単位数 2 履修区分  選択科目 B

前期 水  I 教員名  木村 稔、 馬場一幸、 村上寛光 対象学生

共通科目（ 映画専攻 開設）

科目番号 176 授業科目名 映画音楽論 単位数 2 履修区分  選択科目 B

前期 木２ 教員名 岸野雄一 対象学生

必要に応じ ， 授業時間内で紹介する。

備考（ オフ ィ スアワー） 出席状況およびレ ポート の内容によっ て評価

備考（ オフ ィ スアワー） 出席状況およびレ ポート の内容によっ て評価

授業計画・ 内容 "映像表現と はつまり 、 人間の五感のう ち視覚と 聴覚のみを 特化し て、 フ レ ー
ムを 持っ た時間軸上に示す事と いえます。 そこ では視覚と 聴覚による様々な
作用／反作用が起こ り ます。 こ の講義では、 どちら かに偏っ て思考し がちな
「 音」 と 「 映像」 の関係について、  歴史上に蓄積さ れた技術や方法論を 体系
化し 、 今日のフ ォ ーマッ ト に照ら し 合わせながら 考察し 、 作品に反映さ せる
方法を 学んでいき ます。

受講にあたっ ての留意事項

教科書／参考書 必要に応じ ， 授業時間内で紹介する。

平日午後

授業計画・ 内容 文字の発明から 印刷技術の誕生、 そし て写真、 映画、 ビデオ、 コ ンピュ ータ
などの登場にいたるまで、 さ まざまなメ ディ ア技術と その表現技法につい
て、 歴史的， 構造的側面から の考察や思考訓練的な演習などを 通じ て学ぶ。

主なト ピッ ク と し て
・ 表現と 場
・ 素材（ メ ディ ウム） と 手法（ メ ソ ッ ド ）
・ 印刷技術の誕生
・ 文字を 知る， 考える（ タ イ ポグラ フ ィ ）
・ 編集術： 情報の整理整頓
・ 写真技術と 表現
・ 表現におけるサウンド デザイ ン
・ ネッ ト ワーク と 表現

受講にあたっ ての留意

教科書／参考書

備考（ オフ ィ スアワー

成績評価方法 出席および課題提出

教科書／参考書 参考と なる文献等は、 授業の中で紹介し ます

 大学院 映像研究科

授業テーマ

 大学院 映像研究科

授業テーマ 複合的なメ ディ ア環境での研究制作活動の基盤づく り と し て、
メ ディ ア表現の基礎について講義と 演習を 通し て学ぶ。

成績評価方法 出席および課題提出

教科書／参考書 必要に応じ ， 授業時間内で紹介する。

備考（ オフ ィ スアワー） 出席状況およびレ ポート の内容によっ て評価
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科目番号 201 授業科目名 映像メ ディ ア学特別講義 単位数 2 履修区分 必修科目

前期 水  I 教員名 藤幡正樹、 桂英史、 筒井（ 武） 対象学生

藤幡
正樹

桂英
史

筒井
武史

特になし

出席と レ ポート

随時指示する

映像メ ディ ア学の背景と なっ ている「 メ ディ ア論」 や「 メ ディ オロ
ジー」 あるいは「 文化研究」 の立場から 、 映像メ ディ ア学の学問的な背
景について講義を 行う 。

「 映像メ ディ ア学」 について講義する。 こ れまでのよう な受け手側から の批
評や理論ではなく 、 作り 手やプロデュ ースと いう 立場から の作品創造論を 展
開するための理論的なアプローチについて講義する。

博士後期課程

備考（ オフ ィ スアワー

授業テーマ

受講にあたっ ての留意事項

成績評価方法

教科書／参考書

授業計画・ 内容

原則と し て水曜日午後に各自指導教員にコ ンタ ク ト を と るこ と

映像メ ディ アを 作り 手の道具と し て位置づけ、 その道具を 通じ た技術・
技法・ 技巧についての分析を 行いながら 、 制作者の立場から 技術と 作品
創造の関係性について講義を 行う 。
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